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いざなぎ神宮 本殿前にて

令
和
４
年
10
月
８
日
（
土
）
、

第
９
回
南
大
江
健
康
ウ
ォ
ー
ク
『
淡

路
島
散
策
と
国
生
み
伝
説
を
め
ぐ

る
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
総
勢
76
名
が
早
朝
よ
り

南
大
江
会
館
前
に
集
合
。
２
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
て
淡
路
島
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
途
中
、
渋
滞
の
た
め
予
定

を
変
更
し
、
淡
路
島
南
端
の
鳴
門
大

橋
の
手
前
に
あ
る
「
鳴
門
み
さ
き
荘

（
道
の
駅
う
ず
し
お
）
」
へ
。
美
味

し
く
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
産
直
店
で
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
一
行
は
日
本
最
古
の
伊
弉

諾
（
い
ざ
な
ぎ
）
神
宮
へ
。
伊
弉
諾

神
宮
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も
そ

の
創
祀
の
起
源
が
記
さ
れ
、
日
本
で

最
初
の
夫
婦
神
「
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
」
の
二
神

を
祀
る
最
古
の
神
社
で
す
。

時
間
の
都
合
で
予
定
し
て
い
た

千
年
一
酒
造
の
見
学
は
止
む
無
く

キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
が
、
想

像
以
上
の
人
出
の
多
さ
に
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
回
復
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

来
年
再
来
年
へ
と
向
け
希
望
が
持
て

る
健
康
ウ
ォ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

淡
路
島
散
策
と
国
生
み
伝
説
を
め
ぐ
る
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９
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健
康
ウ
ォ
ー
ク
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「
令
和
４
年
度　

南
大
江
地
域

自
主
防
災
訓
練
」が
、南
大
江
地

域
活
動
協
議
会
の
主
催
、南
大
江

ク
リ
ー
ン
作
戦
隊
、南
大
江
東
連

合
振
興
町
会
、南
大
江
西
連
合
振

興
町
会
、南
大
江
女
性
会
の
共
催

に
よ
り
、令
和
４
年
９
月
９
日

（
金
）、10
日（
土
）に
大
阪
府
立
中

央
聴
覚
支
援
学
校
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
、３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
規
模
を
縮
小
し
た
訓
練
し
か

行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
年
度

は
久
し
ぶ
り
に
本
来
の
形
式
に
近

い
形
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
を
鑑
み
て
、

地
域
一
般
住
民
の
方
々
の
参
加
は

か
な
わ
ず
、代
表
者
の
み
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
９
日（
金
）は
午
後
６
時

よ
り
、10
日（
土
）に
向
け
た
訓
練

の
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。町

会
役
員
の
皆
様
は
、南
大
江
地
域

の
青
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
そ
ろ
わ

れ
、中
央
区
役
所
市
民
協
働
課
か

ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。参
加

さ
れ
た
方
全
員
が
、翌
日
の
訓
練

本
番
に
向
け
て
熱
心
に
説
明
を
聞

か
れ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
府
立
中
央
聴
覚
支
援
学
校
　
教
頭
　
古
川 

正
巳 

氏

　

９
月
10
日（
土
）は
晴
天
に
恵

ま
れ
、午
前
10
時
か
ら
中
央
区
長 

稲
嶺
一
夫
様
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、

訓
練
を
開

始
し
ま
し

た
。
訓
練

当
日
は
、

南
大
江
町

会
役
員
の

方
々
以
外

に
、
銅
座

幼
稚
園
、南
大
江
小
学
校
、東
中

学
校
、府
立
中
央
聴
覚
支
援
学
校

の
各
関
係
者
、中
央
消
防
署
、中

央
区
警
察
署
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。ま
た
東
中
学
校
か
ら
は

70
名
ほ
ど
、中
央
聴
覚
支
援
学
校

か
ら
は
３
名
の
生
徒
が
訓
練
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。参
加
者
総
勢

は
約
２
０
０
名
ほ
ど
で
し
た
。

　

訓
練
で
は
、ま
ず
参
加
者
全
員

で
中
央
聴
覚
支
援
学
校
内
大
阪

市
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
備
蓄
物

資
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。実
際

に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
こ

の
物
資
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、校

舎
内
で
は
、総

務
班
・
情
報

班
が
本
部
訓

練
、
避
難
誘

導
班
・
救
護

班
・
食
料
部
・

物
資
部
が
避
難
所
開
設
準
備
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。本
部
訓
練
で

は
無
線
や
伝
聞
の
活
用
に
よ
る
情

報
入
手
か
ら
事
案
処
理
ま
で
の
流

れ
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
り
実

習
し
ま
し
た
。本
当
に
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
災
害
対
応
の
要
と

な
る
本
部
で
す
の
で
、ど
な
た
も

真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

避
難
所
開
設
で
は
、校
舎
内

ホ
ー
ル
部
分
に
簡
易
ト
イ
レ
、パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、避

難
ス
ペ
ー
ス
の
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
、ま
た
屋
外
に
は
ガ
ス
に
よ
る
発

電
機
の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、役
員
の
皆
様
の
訓
練
と

同
時
に
、東
中
学
校
や
中
央
聴
覚

支
援
学
校
の
生
徒
が
運
動
場
で
消

防
署
に
よ
る
水
消
火
器
訓
練
、煙

体
験
、体
育
館
で
は
応
急
救
護
訓

練
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
、本
校
が
会
場
校
と
な
り

ま
し
た
の
で
、本
校
の
安
全
・
災
害

教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
展

示
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。本
校
が

取
り
組
ん
で

い
る
Ｓ
Ｐ
Ｓ

教
育
（
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・ス
ク
ー
ル

教
育
）に
つ

い
て
、ま
た
本
校
備
蓄
物
品
の
紹

介
や
昨
年
消
防
署
と
共
同
制
作

を
行
っ
た
手
話
動
画
、本
校
生
徒

が
取
り
組
ん
だ
防
災
手
帳
の
扱
い

方
を
学
ぶ
動
画
な
ど
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
校
の
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
地
域
の
皆
様
に

ご
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
、私
ど

も
と
し
て
も
こ
の
訓
練
は
大
変
あ

り
が
た
い
機
会
で
し
た
。今
回
の
こ

の
訓
練
は
、生
徒
達
に
と
て
も
貴

重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。当
然
、学
校
で
の
教
育

活
動
中
で
あ
れ
ば
、生
徒
、教
職

員
も
町
会
の
皆
様
と
と
も
に
避
難

所
で
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。防
災
、災
害

に
対
し
て
は
常
日
頃
か
ら
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
後
も

南
大
江
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
協

力
を
し
な
が
ら
防
災
の
備
え
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

総務班・情報班による本部訓練

稲嶺一夫 区長のご挨拶

ガス缶式発電機の説明

非常時の電話回線設置法

南大江地域自主防災訓練  ９/９（金）10（土）第10回
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第
47
回

菓
子
、そ
の
歴
史
と
文
化

「
和
菓
子
、い
と
お
か
し
」

展
に
寄
せ
て

第
48
回

大
和
文
華
館
と
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

第
49
回

金
剛
組
と
四
天
王
寺

７
月
26
日（
火
）　

特
別
展
の

協
賛
講
演
と
し
て「
大
阪
と
菓

子
の
こ
れ
ま
で
と
今
」を
テ
ー

マ
に
和
菓
子
の
歴
史
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。日
本
書
紀
か
ら

の
菓
子
の
成
り
立
ち
や
、中
国

よ
り
伝
来
し
た
唐
菓
子
、江
戸

時
代
に
栄
え
た
大
坂
菓
子
店

「
虎
屋
伊
織
」の
影
響
力
や
、商

品
券
に
つ
な
が
る
話
ま
で
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
18
日（
火
）　

記
念
す
べ

き
第
50
回
の
郷
塾
は
、大
阪
歴

史
博
物
館
の
館
長
大
澤
研
一
氏

を
迎
え
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。満
員
の
会
場
で
は
大
澤
館

長
よ
り
、大
坂
・
京
都
・
江
戸
の

風
土
・
習
慣
の
歴
史
的
な
比
較

や
考
察
を
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。後
半
の
現
代
に
も
つ
な
が

る
大
坂
の
特
徴
の
解
釈
に
一
同

は
大
盛
り
あ
が
り
の
郷
塾
と
な

り
ま
し
た
。大
澤
館
長
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
22
日（
金
）〜
29
日（
金
）迄

の
１
週
間
、藤
田
和
彦
青
少
年
指

導
委
員
会
会
長
も
朝
礼
台
に
立

ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
石
井
さ

ん
と
交
代
で
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

感
染
対
策
に
気
を
つ
け
て
、ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
と
マ
ス
ク
を
し
、間
隔

を
広
め
に
取
っ
て
体
操
し
ま
し
た
。

６
時
半
〜
約
15
分
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ

ジ
オ
番
組
に
合
わ
せ
て
！

８
月
30
日（
火
）　

奈
良
県
に
あ

る「
大
和
文
華
館
」に
つ
い
て
、一

９
月
27
日（
火
）　

日
本
最
古

の
企
業
と
し
て
知
ら
れ
る
金

剛
組
と
、幾
度
の
焼
失
と
再
建

を
繰
り
返
し
た
四
天
王
寺
の

歴
史
を
渡
邉
学
芸
員
に
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。多
数

の
資
料
と
共
に
と
て
も
興
味

深
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き

大
阪
歴
史
博
物
館 

学
芸
員　

俵 

和
馬 
氏

大
和
文
華
館　

学
芸
員

一
本 

崇
之 

氏

四
天
王
寺　

学
芸
員

渡
邉 

慶
一
郎 
氏

第
50
回

く
ら
べ
て
知
る
三
都
の
な

か
の
大
坂

大
阪
歴
史
博
物
館　

館
長

大
澤 

研
一 

氏

本
学
芸
員
を
招
い
て
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
。初
代
館
長
の
矢
代

さ
ん
が
収
集
さ
れ
た
日
本
・
東

洋
の
名
品
の
一
部
を
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
美
術
館

自
体
も
見
応
え
あ
り
で
、自
然
な

環
境
で
の
鑑
賞
に
配
慮
さ
れ
た

竹
の
庭
や
、周
囲
に
植
え
ら
れ
た

四
季
折
々
の
草
花
も
お
す
す
め
だ

そ
う
。興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
し
た
。四
天
王
寺
宝
物
館
で

は「
金
剛
組 

四
天
王
寺
を
支

え
た
宮
大
工
た
ち
」展
が
11

月
５
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

���

南
大
江

ラ
ジ
オ
体
操

12/20（火）
国宝「扇面法華経冊子」

四天王寺 館学部 学芸員
          河合由里絵 氏
1/24（火）
大阪城天守閣館長
  宮本裕次 氏
2/21（火）
住吉大社 権禰宜
  小出英詞 氏

南
大
江

南
大
江

会
　
館

2022年12月４日（日）
今年は新型コロナウィルス感染拡大防止に配慮し、実施します
マスクご着用のうえ、ご参加ください
※自転車の駐輪場はありません

同時開催：南大江ドリームカーニバル

場 所 ： 南大江小学校 講堂（入口は南門のみ）
午前９時から１２時まで（午前中のみ）

雨天決行（ただし警報等発令時は中止）

作品展のみの開催です
当日飲食の販売はありません
抽選券は当日受付で配布します
抽選結果は後日、南大江会館前に掲示とホームページにアップします。　

【主　催】　南大江地域活動協議会 ・ 南大江たんぽぽの会・南大江東連合振興町会 ・ 南大江西連合振興町会 
【協　賛】　南大江社会福祉協議会 ・ 南大江女性会 ・ 南大江小学校ＰＴＡ ・ 南大江小学校はぐくみネット
 　　　　  銅座幼稚園ＰＴＡ ・ 南大江青少年指導員連絡協議会 ・ 南大江子ども会育成会 ・ 南大江青年団体協議会
【協　力】　公益財団法人 東教育財団

申込みは南大江会館まで
詳細は会館掲示版で
お知らせします

応募はおひとり数点
作品募集

南大江地域文化祭 第16回

五代目
吉田玉助 氏

(四天王寺所蔵)

について」

今後の予定

文楽のお楽しみを人形
遣いの玉助さんと

11/29（火）



配
食
も
実
施
し
て
ま
す

女性学習会 

時間：10時30分～12時／場所：南大江会館

費用：無料／参加：６５歳以上の方
お問合わせ：ふれあいセンターもも

■ 次回：１１月２日、１２月７日、１月１１日、
　　　　２月１日、３月１日

■ 第３回：１２月２２日(木）13:30
「認知症の講座」北部包括センターの雑賀氏

■ 次回：１１月１２日（土）、１２月１０日（土）

■ 次回：１１月１日（火）、１２月６日（火）

南
大
江
女
性
会

南
大
江
か
が
や
き
教
室

ふ
れ
あ
い
食
事
会 立

ち
寄
り
処
て
る

南
大
江
生
涯
学
習
ル
ー
ム

第１火曜日13:30～15:30   会費300円/１回

会費  1000円～1500円時間 10:00～12:00

大阪市中央区内久宝寺町２丁目６−８
毎週金曜日  １時30分～４時

主催：後藤基金  後援：南大江社会福祉協議会

（定員１8名）フラワーアレンジメント

大人の習字教室

☎（ 　０６─６７６３─８１３９）

✿

（9/10）

ヨガ（6/28）

「南大江会館」を名乗る電話にご注意ください。
南大江会館では、マイナンバー等の番号を問い合わせ
する事は絶対にありません。詐欺・悪用の可能性があ
りますので、ご回答されないようご注意ください。

南大江小学校１５０周年 祝賀会
令和４年 １１月１９日（土）
シティプラザ大阪で開催されます。

- 4 -

各種行事を写真撮影しており、ホームページ・
やすらぎ等に掲載する事があります。ご了承下さい。

南大江地域活動協議会 公式ホームページ

♪
７
月
ス
タ
ー
ト

（7/5）

毎
月
第
２
火
曜
日
に
ふ
れ
あ
い

食
事
会
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

時間：12時～
場所：南大江会館、コーシャハイツ法円坂集会室
費用：300円 65歳より（予約制）
■ 次回：１１月８日、１２月１３日、１月１０日、
　　　　２月１４日、３月１４日

ヤクルト おなか元気教室（9/7） 

ミュージック・ケア（10/5） 

南大江会館

法円坂

https://minamiooe.osaka


